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我々は、世界初の超広視野近紫外線観測を行い、紫外線を起点とした時間領域天文学を切り開くために超小型
の宇宙望遠鏡を開発している。紫外線は地上からの観測が困難であるためにほとんど未踏の領域である一方、重
力崩壊型超新星のショック・ブレイクアウトや潮汐破壊現象、さらに連星中性子星合体からの早期放射などの検
出が期待されている。開発コンセプトは「広く浅く」であり、およそ 100平方度を深さ 20等級 (AB)で 1時間で
カバーする。この衛星で発見される天体は例外なく明るいため、地上観測ネットワークとの連携を重視し、衛星
機上で即座に簡易解析を行い、その位置情報をすぐさま地上に転送し多波長での追観測を行う。
本年度は、望遠鏡システムの実装設計と、衛星システム設計を進めた。紫外線を透過するため、光学系にはCaF2

と溶融石英を用いているが、とくに CaF2は劈開性があるため割れやすく、打ち上げに耐える支持構造が要求さ
れる。我々は光学系のプロトタイプを製造し、この機械環境試験・温度環境試験を実施した。また、これらを組
み合わせた光学系は焦点位置の温度変化が極めて大きいことが判明したため、メカニカルステージによる焦点補
正を行うことにした。衛星のシステム設計については、2018年度に打ち上げ予定の革新的衛星技術実証一号機搭
載実験装置DLASのコマンド・データハンドリング系を流用する。衛星構体・熱設計は新規開発となるが、これ
以外の搭載コンポーネントは基本的に市販品を用い短期開発を実現する。本講演では、搭載装置の開発状況と、
「新世代の Cubesat科学衛星」を意識して開発している衛星システムについて紹介する。


